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４月に着任して何人かの本校生徒とすれ違うことがありましたが、ほとんど 100%の生

徒が自分から元気のよい挨拶をしてくれて、とても好印象でした。中には、運動部の生徒

が立ち止まってしっかりとした挨拶をしていて、大変感心したところです。生徒一人一人

の第一印象は、学校全体の印象にもつながるものなので、これからも大切にしてほしいと

思います。 

さて、簡単に自己紹介をしておきます。私は父親の仕事の関係で佐賀市内や春日市内の

小学校を経験し、中学からは福岡市内の学校に通いました。就職してからは筑後地区の学

校が長いのですが、この第５学区では太宰府高校と筑紫中央高校に副校長として勤務した

経験があります。 

私の専門科目は「日本史」ですが、今まで「日本史Ｂ」や「歴史総合」の教科書、サブ

ノートを書きました。教科書の巻末にはこのように名前が載っていますが、教科書を書く

作業は３年ぐらいかかる大変な作業だったので、そのうちいろいろな苦労話を皆さんにも

紹介できたらいいと思います。 

私は、皆さんと同じ年頃のころ、どんな学校生活を送っていたかというと、中学・高校

の６年間は、自分の将来に対して、怖くなるぐらい「悩み」や「迷い」の連続でした。特

に、中学校３年生の時点で考えていた将来の職業と現在の職業とは全くかけ離れていて、

個人的な経験に過ぎないですが、わずか１５歳でこれから４０年以上も働く職業を決めて

から高校選びをするというのは、少し無理があったし、その後の軌道修正が大事だったと

思っています。 

具体的には、小学校では世の中の病気と闘う医者になりたいと作文に書き、中学では乗

ったこともない飛行機のパイロットに憧れ、高校では国文学者である叔父の影響で勝手に

自分に才能があると勘違いして国文学の道に進もうとしましたが、高校で理系科目（特に

物理と化学）に自分の能力の限界を感じ、大学受験に豪快に失敗し、浪人してからようや

く歴史に目覚め、その時、ただひたすらに勉強して努力したことが、今の自分の職業につ

ながっています。 

私が高校時代に大きな影響を受けた叔父（父の兄）は名前を那珂太郎といい、皆さんが

使っている文学史の教科書の年表に詩人として載っている人です。叔父が終生、「歴史的

仮名づかい」を使い続け、言葉の持つ力、音律を追究し、戦後の現代詩の発展に寄与した

ことは、私自身の専門である歴史学への取り組み方の基盤となっています。一昨年の９月

に発売された『現代詩手帖』には叔父の「生誕百年」の特集を組んでいただきました。太

宰治を再訪した日記が最近になって発見された事等が書かれているので、文学に興味があ

る人は手に取って読むと詩の世界の奥深さに触れることができると思います。 

さて、今日の本題ですが、皆さんも「ＡＩの急激な発達によって、現在の仕事の多くは

ロボットが行うようになる」「２０３０年までに日本中の業務の２７％が自動化され、約

１６６０万人の雇用が機械に代替される可能性がある」ということは聞いたことがあるの

ではないかと思います。そのように言われると、これからいったいどんな仕事に就けばい

いのか、何を頑張ればいいのかわからなくて不安になる人も多いのではないでしょうか。

高校生にとって大切なことは、高校卒業後、すぐのことだけではなく、これから２０、３

０年後の世の中が「どのような社会になるのか」を考えること、これから「どのような資

質・能力が求められるのか」を考えて頑張ることです。 

最近の就職環境ですが、高卒、大卒を問わず、コロナの影響も少なくなり、インターン

シップや職場見学が再開され、より重要視されるようになっています。また、安定指向が

より一層強くなり、警察・消防・自衛官などの公務員人気が例年以上に高まっています。



さらに企業によるＤＸ化が進むことによって、文系理系関係無くどのくらいパソコンを使

いこなせるかというデジタル力が求められているとのことです。 

ちなみに、授業で習っていると思いますが、「ＤＸ」とは、デジタルトランスフォーメ

ーション（Digital Transformation）の略で、経済産業省は、2018 年に「企業がビジネス環

境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、

製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、

企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること」と定義しています。 

「ＤＴ」ではなく「ＤＸ」と表記されるのは、英語圏では交差するという意味を持つ

「trans」を「Ｘ」と略すことがあるためです。例を挙げると、皆さんの家でも画面のよう

な企業システムを随分利用しているかと思いますが、必要なものをスマホで簡単に注文す

ることが出来る、企業側からするとスマホで物を売る仕組みが不可欠になっているという

ことです。 

この写真を見てください。これはシンガポールの会社がはじめた巨大なビルを利用した

「高級車の自動販売機」です。ある経済誌には、煩わしい商談の時間を削減し、顧客満足

度を高めた意味では、これもＤＸ化だと書かれていました。これからはネットで買えない

ものを探す方が難しくなるのかも知れません。 

話を元に戻します。就職に関する「親確（おやかく）」なる言葉が出てきたように、企

業側は学生の内定辞退や早期離職について不安視しています。 

この表は、厚生労働省が示した早期離職率の最新のデータです。就職してから仕事を辞

める、いわゆる離職率は、３年以内に大卒で 30%、高卒で 40%にもなります。せっかく仕

事に就いても簡単に辞めることがないように中学・高校での準備、過ごし方が大切になっ

てきます。 

離職率が高くなると安易にフリーターを選ぶ人が増えてくることが社会問題となってい

ます。フリーターの何が問題かというと、最大の問題点は正社員と比べて生涯賃金が圧倒

的に少ないということです。仮に月に 15 万円の収入があったとして、１年 12 ヶ月、38年

間の賃金は、約 6840 万円になります。正社員の生涯賃金が高卒で２億１千万円、大卒で

２億７千万と言われているので、比較するとなんと約１～２億円の差があります。 

このようにフリーターのデメリットは①生涯賃金が少ない、②保障が少ない、③リス

トラの対象になりやすい、の大きく３つが挙げられます。 

今から、ちょうど 10 年前に『22 歳負け組の恐怖』という本が出されて、学生の間で大

きな話題となりました。「大学生二極化の時代が来る」と予測した本で、「大学に行って

も４割の学生は就職できていない」というところがマスコミにもクローズアップされまし

た。「大学に行っても仕方がない」と誤解されがちでしたが、実は、この本には「学生時

代にどうすればうまくいくか」ということがわかりやすく書かれています。 

少し引用すると、 

①就職は偏差値の高い大学ほど有利 

②「就職に強い」とは金融業（銀行）に就職できるということ 

③どんな学生生活を送ればいいのかを進学校の生徒はとっくにわかっているから強い 

 「勉強に対して迷いがない」＝「なぜ勉強しなくてはならないかわかっている」 

④今、自分が勉強していることが、将来どう繋がるかわかっている 

そして、勉強がわかるようになるために自分で、創意工夫している 

⑤逆にもっともダメなのは２つ。「受け身」「指示待ち」の生徒、 

だと書かれています。つまり、突き詰めて言えば、最も優秀な生徒はとは、「積極的」

で「チャレンジ精神」に溢れている生徒です。 

特に今を生きる高校生が身に付けておくべき４つの力があると言われていて、それは、 

①問題解決能力  

②コミュニケーション能力 

③リーダーシップ  

④資格取得 

です。本校においては、日々の授業・学校行事・部活動で身に付くものであり、激動の

社会をたくましく生き抜くためにも、是非とも、この４つを強く意識しながら頑張っても



らいたいと思っています。特に授業では「グループワーク」を標準化しますので、主体的、

積極的な授業参加を心がけてください。 

さて、今日は「目指せ！スペシャリスト！～チャレンジ精神は未来を変える～」という

テーマで話をしました。 

皆さんが、自分の第一志望に合格し、なりたい自分になるために、この１年間で得意分

野を極め、誰にも負けない「スペシャリスト」を目指してください。そして、そのために

「何事にも積極的にチャレンジすること」。具体的には学校行事、部活動、資格試験など。

とにかく「迷った時は、挑戦する」という気持ちが大切です。チャレンジせずに後悔する

ことだけは、絶対にしてほしくないと思います。 

そして、生徒諸君が頑張るからには、「学校は楽しい場所」であるべきです。皆さんが

主体的に、積極的に学校をよりよい場所にするよう努力してくれることを期待しています。 

この写真は、前任校である福岡講倫館高校の卒業式の様子ですが、一生懸命に頑張った

からこそ、このように感動の涙を流しながら卒業できるのだと思います。口コミサイトに

自分の学校の悪口を書くような生徒はその対極に存在しますが、そうならないように残り

の高校生活が有意義なものとなるよう努力してください。 

そんな気持ちを込めて、今年度の本校のキャッチフレーズを考えました。 

令和６年度の本校の学校スローガンは「常にチャレンジ精神」です。 

皆さんの力で、学校から多くの元気をいろいろなところに発信できるように、生徒諸君

の頑張りに大いに期待しています。 


